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特
別
企
画
◎
ウ
ク
ラ
イ
ナ
和
平
は
動
き
始
め
る
の
か

突
如
行
わ
れ
た
米
ロ
首
脳
会
談
。
現
場
で
は
何
が
起
き
て
い
た
の
か
。

不
透
明
感
強
め
た
「
ト
ラ
ン
プ
流
」

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
「
大
成
果
」
ア
ピ
ー
ル
の
目
論
見
外
れ
、

質
問
な
し
の
記
者
発
表
。
米
朝
首
脳
会
談
の
二
の
舞
か
。

　

２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

か
ら
約
３
年
半
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
今
年
８
月
15
日
、
侵
攻
下
で
は
初
の
対
面
で
の
米
ロ
首
脳
会
談

を
行
っ
た
。
停
戦
を
目
指
す
ト
ラ
ン
プ
氏
に
対
し
、
戦
争
継
続
に
向

け
た
「
時
間
稼
ぎ
」
を
目
論
む
プ
ー
チ
ン
氏
と
の
交
渉
の
行
方
を
、

各
国
が
固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
た
。

厳
戒
下
の
「
友
好
」
演
出

　

現
地
時
間
15
日
午
前
５
時
（
日
本
時
間
15
日
午
後
10
時
）
す
ぎ
、

空
が
う
っ
す
ら
と
明
る
く
な
り
始
め
た
こ
ろ
、
米
ア
ラ
ス
カ
州
最
大

都
市
ア
ン
カ
レ
ジ
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
米
国
や
ロ
シ
ア

を
含
む
各
国
の
報
道
陣
が
集
ま
っ
た
。
米
軍
が
用
意
し
た
複
数
台
の

大
型
バ
ス
に
続
々
と
乗
り
込
む
と
、
報
道
担
当
の
米
兵
が
「
基
地
内

の
撮
影
は
禁
止
だ
」
と
警
告
。
バ
ス
は
会
談
が
行
わ
れ
る
エ
ル
メ
ン

ド
ル
フ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
米
軍
基
地
へ
と
出
発
し
た
。

　

20
分
ほ
ど
か
け
、
基
地
の
一
角
に
到
着
す
る
と
空
は
す
っ
か
り
明

る
く
な
っ
て
い
た
。
到
着
後
、
大
統
領
警
護
隊
（
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス
）
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、
報
道
陣
は

バ
ス
内
で
長
時
間
待
た
さ
れ
た
。
待
機
場
所
の
一
角
で
は
、
警
護
隊

員
と
み
ら
れ
る
屈
強
な
男
性
２
人
が
、
記
者
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
地
面
に
並
べ
、
一
つ
一
つ
開
け
て
中
身
を
確
認

す
る
な
ど
、
厳
戒
態
勢
で
会
談
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

爆
発
物
探
知
犬
に
よ
る
手
荷
物
検
査
な
ど
を
終
え
、
テ
ン
ト
で
設

け
ら
れ
た
臨
時
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
る
と
、
出
発
か
ら
既

に
３
時
間
以
上
が
経
過
し
て
い
た
。
プ
レ
セ
ン
横
の
記
者
会
見
場
で

は
壇
上
に
２
本
の
マ
イ
ク
が
用
意
さ
れ
、
背
後
に
張
り
出
さ
れ
た

「
和
平
の
追
求（PU

RSU
IN

G PEA
CE

）」の
文
字
が
ひ
と
き
わ
目

を
引
い
た
。

時
事
通
信
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
特
派
員

原
田
憲
一

は
ら
だ　
け
ん
い
ち　
１
９
８
１
年
生
ま
れ
。
２
０

０
５
年
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
卒
、
07
年
時
事
通
信

社
入
社
。
徳
島
支
局
、
社
会
部
、
外
信
部
な
ど
を
経

て
、16
～
21
年
ソ
ウ
ル
特
派
員
。同
年
末
よ
り
現
職
。
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午
前
10
時
20
分
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
乗
せ
た
大
統
領
専
用
機
が
基
地

に
着
陸
す
る
と
、
30
分
後
に
は
プ
ー
チ
ン
氏
も
到
着
。
両
氏
は
専
用

機
か
ら
同
時
に
降
り
る
と
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
を
歩
き
、
約

６
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
た
。
笑
顔
で
握
手
を
交
わ
し
、
米
大
統

領
専
用
車
「
ビ
ー
ス
ト
」
に
一
緒
に
乗
り
込
み
、
会
談
場
所
へ
と
移

動
。
２
人
の
や
り
と
り
か
ら
、
友
好
ム
ー
ド
は
一
気
に
高
ま
っ
た
。

　

午
前
11
時
半
ご
ろ
に
少
人
数
会
合
が
始
ま
り
、
２
時
間
半
が
経
過

し
た
こ
ろ
、
米
政
府
関
係
者
が
突
然
、「
記
者
会
見
！
」
と
声
を
出

し
、
会
見
場
へ
の
記
者
の
呼
び
込
み
を
始
め
た
。
ロ
シ
ア
側
が
協
議

は
「
６
〜
７
時
間
」
続
く
と
説
明
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
決
裂
し

た
か
」
と
の
疑
念
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
報
道
陣
が
準
備
を
終
え
、
し
ば

ら
く
た
つ
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
の
プ
ー
チ
ン
氏
と
硬
い
表
情

の
ト
ラ
ン
プ
氏
が
会
見
場
に
入
り
、午
後
２
時
50
分
す
ぎ
、「
共
同
記

者
発
表
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

主
導
権
巡
る
駆
け
引
き

　

米
ロ
の
駆
け
引
き
は
会
談
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

　

停
戦
に
応
じ
な
い
プ
ー
チ
ン
氏
へ
の
い
ら
立
ち
を
募
ら
せ
て
い
た

ト
ラ
ン
プ
氏
は
８
月
、
対
ロ
制
裁
強
化
を
警
告
し
、
側
近
の
ウ
ィ
ト

コ
フ
中
東
担
当
特
使
を
派
遣
。
プ
ー
チ
ン
氏
は
同
６
日
、
モ
ス
ク
ワ

を
訪
れ
た
ウ
ィ
ト
コ
フ
氏
を
相
手
に
首
脳
会
談
の
「
手
札
」
を
切
っ

た
。
２
期
目
就
任
時
か
ら
会
談
を
望
ん
で
い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
即
座

に
応
じ
、
同
８
日
に
「
待
望
の
会
談
」
を
ア
ラ
ス
カ
で
行
う
と
発
表

し
た
。

　

当
初
は
、
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
を
通
じ
て
「
領
土
交
換
」「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
領
の
一
部
返
還
」
を
実
現
す
る
と
吹
聴
し
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
だ

が
、
欧
州
か
ら
反
発
の
声
が
強
ま
る
と
、
会
談
を
「
出
方
を
探
る
協

議
」
と
位
置
付
け
、
成
果
に
過
剰
な
期
待
を
寄
せ
な
い
よ
う
予
防
線

を
張
り
始
め
た
。

　

ひ
と
き
わ
米
ロ
間
の
思
惑
の
違
い
が
表
面
化
し
た
の
が
、
会
談
日

程
に
関
す
る
説
明
だ
。
ま
ず
、
ロ
シ
ア
の
ウ
シ
ャ
コ
フ
大
統
領
補
佐

官
（
外
交
担
当
）
が
８
月
14
日
、
通
訳
の
み
を
交
え
た
「
テ
タ
テ
」

（
一
対
一
）
形
式
で
の
協
議
後
、
閣
僚
を
含
め
た
拡
大
会
合
を
開
き
、

最
後
に
両
首
脳
が
「
共
同
記
者
会
見
」
に
臨
む
と
発
表
し
た
。

　

米
公
共
ラ
ジ
オ
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）
が
入
手
し
、
会
談
終
了
後
に
報
じ
た

米
政
府
資
料
で
は
、
両
首
脳
に
ウ
ィ
ト
コ
フ
氏
、
ウ
シ
ャ
コ
フ
氏
を

交
え
た
２
対
２
の
少
人
数
会
合
を
開
い
た
後
、
外
相
、
財
務
相
ら
を

含
め
た
拡
大
会
合
へ
と
移
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー

や
席
順
ま
で
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
午
後
３
時
半
か
ら
「
共
同
記
者

会
見
」
も
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
側
の
説
明
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
ロ
シ
ア
側
発
表
の
「
共
同
記
者
会
見
」
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に
関
し
、「
共
同
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
話
し
合
っ
て
す
ら
な

い
」
と
述
べ
、
実
施
す
る
か
は
会
談
の
結
果
次
第
だ
と
の
認
識
を
示

し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
公
表
し
た
日
程
で
も
、
午
前
11
時
か
ら

の
会
談
開
始
の
み
を
明
ら
か
に
し
、
詳
細
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な

い
。

　
「
神
経
戦
」は
会
談
直
前
ま
で
続
く
。ト
ラ
ン
プ
氏
が
ア
ン
カ
レ
ジ

入
り
す
る
と
同
時
に
米
側
は
少
人
数
会
合
を
３
対
３
に
変
更
し
、
ル

ビ
オ
国
務
長
官
も
出
席
す
る
と
発
表
。
ル
ビ
オ
氏
は
対
ロ
強
硬
姿
勢

で
鳴
ら
し
た
こ
と
も
あ
り
、
プ
ー
チ
ン
氏
主
導
で
協
議
が
進
む
こ
と

を
米
側
が
懸
念
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

成
果
乏
し
い
ト
ラ
ン
プ
流

　

米
ロ
首
脳
は
予
定
時
刻
よ
り
30
分
以
上
も
早
く
会
見
場
に
姿
を
現

わ
し
た
こ
と
に
な
る
。
ホ
ス
ト
国
首
脳
が
先
に
話
す
外
交
儀
礼
を
破

り
、
プ
ー
チ
ン
氏
が
約
８
分
半
話
し
た
後
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
約
３
分

半
で
発
言
を
切
り
上
げ
た
。
い
つ
も
は
記
者
の
質
問
に
長
々
と
答
え

る
ト
ラ
ン
プ
氏
が
質
疑
応
答
を
一
切
行
わ
ず
、
異
例
の
「
共
同
記
者

発
表
」
と
い
う
形
で
会
談
は
終
了
し
た
。

　

ロ
シ
ア
側
は
会
談
で
経
済
協
力
拡
大
も
取
り
上
げ
、
対
ロ
制
裁
緩

和
へ
と
つ
な
げ
る
算
段
を
描
い
て
い
た
節
が
あ
る
。
だ
が
、
経
済
問

題
を
話
し
合
う
拡
大
会
合
は
開
か
れ
ず
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
同
行
し
た

ベ
ッ
セ
ン
ト
財
務
長
官
や
ラ
ト
ニ
ッ
ク
商
務
長
官
ら
に
出
番
は
な
か

っ
た
。
昼
食
会
も
開
か
れ
ず
、
協
議
の
詳
細
を
説
明
し
な
い
「
共
同

記
者
発
表
」
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
会
談
が
物
別
れ
に
終
わ
っ
た
の

は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　

今
回
の
会
談
で
思
い
起
こ
し
た
の
は
、
２
０
１
９
年
２
月
に
ベ
ト

ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
で
行
わ
れ
た
米
朝
首
脳
会
談
だ
。
非
核
化
の
進

め
方
を
巡
り
、ト
ラ
ン
プ
氏
は
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長（
当
時
）

と
折
り
合
え
ず
、
会
談
が
決
裂
。
こ
の
時
も
予
定
さ
れ
て
い
た
昼
食

会
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
ハ
ノ
イ
で
取
材
し
て
い
た
筆
者
は
今
で
も

そ
の
様
子
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　

米
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
で
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
長

年
取
材
し
て
い
る
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
サ
ン
ガ
ー
氏
は
、
演
出
を
凝
ら
し

て
友
好
的
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
も
の
の
、
成
果
に
乏
し
い
点
な

ど
、
米
ロ
会
談
と
米
朝
会
談
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏

と
会
談
を
重
ね
て
も
、
正
恩
氏
が
核
放
棄
に
応
じ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
会
談
後
、
即
時
停
戦
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
「
和
平
合
意
」
を
目
指
す
方
針
へ
と
姿
勢
を
転
換
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
欧
州
が
重
視
す
る
停
戦
の
要
求
を
取
り
下
げ
た
形

で
、
交
渉
を
長
引
か
せ
戦
争
継
続
を
図
る
プ
ー
チ
ン
氏
に
丸
め
込
ま

れ
た
と
の
見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
。
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プ
ー
チ
ン
は
成
果
を
「
半
分
」
手
に
し
た

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
何
も
失
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
自
ら
の

「
筋
」
を
通
す
こ
と
に
成
功
。
和
平
へ
の
隔
た
り
は
大
き
い
。

　

８
月
15
日
、
午
前
10
時
50
分
す
ぎ
。
米
ア
ラ
ス
カ
州
ア
ン
カ
レ
ジ

に
設
け
ら
れ
た
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
テ
レ
ビ
画
面
に
、
ア
ン
カ
レ
ジ

市
内
の
米
軍
基
地
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
ロ
シ
ア
の
大
統
領
専
用
機

の
姿
が
大
写
し
に
な
っ
た
。

　
「
遅
刻
し
な
か
っ
た
ん
だ
」。
現
地
で
取
材
し
て
い
た
筆
者
は
、
驚

い
た
。
事
前
に
米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
発
表
し
て
い
た
到
着
予
定
時

刻
は
、
午
前
11
時
だ
っ
た
。

　

プ
ー
チ
ン
氏
の
遅
刻
癖
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
12

月
、
当
時
の
安
倍
晋
三
首
相
と
首
脳
会
談
を
行
っ
た
山
口
県
長
門
市

に
は
、
予
定
よ
り
３
時
間
近
く
遅
れ
て
到
着
し
た
。
ア
ン
カ
レ
ジ
の

会
談
は
、
22
年
２
月
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
全
面
侵
攻
を
始

め
て
か
ら
初
め
て
の
米
ロ
首
脳
の
顔
合
わ
せ
だ
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
氏

と
し
て
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
不
機
嫌
に
す
る
事
態
は
な
ん
と
し
て
も

避
け
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
今
回
の
プ
ー
チ
ン
氏
の
訪
米
で
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き

な
い
こ
と
は
、
会
談
前
の
段
階
で
既
に
は
っ
き
り
し
て
い
た
。

　

最
大
の
理
由
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
打
開
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ン

プ
氏
と
プ
ー
チ
ン
氏
が
思
い
描
く
絵
姿
が
ま
っ
た
く
食
い
違
っ
て
い

た
こ
と
に
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
と
プ
ー
チ
ン
、
思
惑
の
ず
れ

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
会
談
を
前
に
、「
領
土
の
交
換（land sw

apping

）」

で
解
決
で
き
る
と
い
う
考
え
を
繰
り
返
し
表
明
し
て
い
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
が
領
土
の
一
部
を
差
し
出
し
、
見
返
り
に
ロ
シ
ア
が
停
戦
を
受

け
入
れ
る
と
い
う
「
土
地
と
平
和
」
の
取
引
だ
。
米
国
メ
デ
ィ
ア
は

こ
れ
を
受
け
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ド
ネ
ツ
ク
州
を
ロ
シ
ア
に
割

譲
す
る
案
な
ど
を
熱
心
に
報
じ
て
い
た
。

　

率
直
に
言
っ
て
、
ピ
ン
ト
が
外
れ
た
騒
動
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
プ
ー
チ
ン
氏
が
望
ん
で
い
る
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土

の
切
れ
端
な
ど
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
の
言
い
な
り
に
な
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
手
に
入
れ
な
い
限
り
、
プ
ー
チ
ン
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
根
本

原
因
の
除
去
」
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。

朝
日
新
聞
国
際
報
道
部
記
者

駒
木
明
義

こ
ま
き　
あ
き
よ
し　
１
９
９
０
年
東
京
大
学
卒
、

朝
日
新
聞
社
入
社
。
政
治
部
、
国
際
報
道
部
を
経
て

２
０
０
５
年
か
ら
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
、
モ
ス
ク
ワ
支

局
長
、
論
説
委
員
を
歴
任
。
25
年
よ
り
現
職
。
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そ
の
考
え
は
、
６
月
２
日
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
直
接
協
議
で
、
ロ
シ
ア
側
が
示
し
た
危
機
打
開

へ
の
段
取
り
案
を
記
し
た
「
覚
書
」
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

　

多
岐
に
わ
た
る
文
書
を
ま
と
め
る
と
、
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
な

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

▽
欧
米
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
支
援
、
情
報
や
通
信
手
段
の

供
与
を
中
止
さ
せ
る
▽
第
三
国
の
軍
隊
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
へ
の
展
開

は
認
め
な
い
▽
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
を
東
部
と
南
部
の
４
州
や
ロ
シ
ア
国

境
近
く
か
ら
撤
退
さ
せ
た
上
で
、
軍
を
大
幅
に
弱
体
化
さ
せ
る
▽
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
活
動
す
る
反
ロ
的
な
組
織
や
政
党
を
解
散
さ
せ
、
テ
レ

ビ
や
出
版
物
を
規
制
す
る
▽
そ
の
上
で
大
統
領
選
や
議
会
選
を
行

い
、
新
政
権
を
発
足
さ
せ
る
─
─
。

　

こ
れ
ら
の
原
則
に
つ
い
て
事
前
に
合
意
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
実

際
に
撤
退
を
開
始
す
れ
ば
、ロ
シ
ア
は
停
戦
に
応
じ
る
と
い
う
の
だ
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
国
家
主
権
を
奪
う
に
等
し
い
、
乱
暴
極
ま
り
な

い
要
求
だ
。

プ
ー
チ
ン
が
本
当
に
求
め
て
い
る
も
の
は

　

一
般
的
に
は
、
停
戦
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
二
つ
の
重
要
な
条

件
が
あ
る
。
第
１
に
停
戦
ラ
イ
ン
を
ど
こ
に
引
く
の
か
。
第
２
に
そ

れ
を
ど
う
や
っ
て
守
ら
せ
る
の
か
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
突
き
当
た
っ
て
い
る
困
難
の
本
質
は
、

そ
れ
以
前
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
問
題
は
、
ロ
シ
ア
側
が
停
戦
の
前
提

条
件
と
し
て
、
停
戦
ラ
イ
ン
の
向
こ
う
側
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
政

治
体
制
、
防
衛
体
制
、
さ
ら
に
は
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
ま
で
、

あ
れ
こ
れ
と
条
件
を
突
き
付
け
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
。

　

端
的
に
言
え
ば
、
プ
ー
チ
ン
氏
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
間
に

境
界
線
を
引
き
た
い
の
で
は
な
い
。
逆
に
境
界
線
を
な
く
し
た
い
の

だ
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア
の
言
い
な
り
の
、
た
と
え
ば
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
よ
う
な
国
に
な
る
と
い
う
確
信
が
得
ら
れ
れ
ば
、
プ
ー
チ
ン
氏
は

国
境
の
位
置
な
ど
気
に
し
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
、
プ
ー
チ
ン
氏
は
２

０
２
２
年
に
、「
私
た
ち
は
、
ど
こ
ま
で
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
、
ど
こ
が

ロ
シ
ア
か
と
い
う
こ
と
を
、
特
に
区
別
し
て
考
え
て
い
な
い
」
と
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
提
供
す
る
「
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
の
理
解
も
、

欧
米
と
ロ
シ
ア
で
は
正
反
対
だ
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
欧
米
は
当
然
な
が
ら
、
停
戦
ラ
イ
ン
を
決
め
た
上

で
、
ロ
シ
ア
が
二
度
と
越
境
侵
攻
で
き
な
い
よ
う
な
態
勢
の
構
築
を

考
え
て
い
る
。
一
方
ロ
シ
ア
は
、
自
ら
を
「
安
全
保
障
」
に
関
与
さ

せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
あ
く
ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
配
下
に
置

く
考
え
だ
ろ
う
。
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希
望
的
観
測
の
「
罠
」

　

こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
安
倍
氏
が
プ
ー
チ
ン
氏
と
進
め
た

平
和
条
約
交
渉
だ
。

　

日
本
国
内
の
議
論
が
「
２
島
返
還
か
４
島
返
還
か
」
と
い
っ
た
国

境
線
の
位
置
に
集
中
し
た
の
に
対
し
て
、
プ
ー
チ
ン
氏
は
日
米
安
保

条
約
そ
の
も
の
を
問
題
に
す
る
姿
勢
を
示
し
、
交
渉
は
か
み
合
わ
な

い
ま
ま
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
巡
っ
て
今
起
き
て
い
る

こ
と
と
、
相
似
形
だ
。

　

米
政
権
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
が
前
向
き
で
あ
る
か
の
よ
う
な
発
言
が

相
次
ぐ
。「
プ
ー
チ
ン
氏
も
そ
れ
（
停
戦
）
を
望
ん
で
い
る
」（
ト
ラ

ン
プ
氏
）、「
欧
米
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
安
全
保
障
を
提
供
す
る
案
を
ロ

シ
ア
が
受
け
入
れ
た
」（
ウ
ィ
ト
コ
フ
特
使
）、「
ロ
シ
ア
が
初
め
て
重

大
な
譲
歩
を
し
た
」（
ヴ
ァ
ン
ス
副
大
統
領
）。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
側

か
ら
、こ
れ
ら
を
裏
付
け
る
よ
う
な
見
解
は
一
切
示
さ
れ
て
い
な
い
。

希
望
的
観
測
が
、
目
を
曇
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
プ
ー
チ
ン
氏
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
直
接
対
話
の
実
現
を
求
め
て
い
た

が
、
本
稿
執
筆
時
点
で
、
目
処
が
立
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
立
場
が
食
い
違
っ
て
い
て
は
会
う
意
味
は
乏
し

い
。仮
に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
圧
力
を
受
け
て
顔
を
合
わ
せ
た
と
し
て
も
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
時
間
稼
ぎ
で
終
わ
る
の
が
目
に
見
え
て
い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
プ
ー
チ
ン
氏
の
対
米
交
渉
の
指
針
は
、
以
下
の
２

点
に
集
約
で
き
る
。

　

①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻
撃
を
続
け
る
必
要
が
ロ
シ
ア
に
あ
る
こ
と
を
理

解
さ
せ
る

　

②
そ
れ
と
は
切
り
離
し
て
、
米
国
と
建
設
的
な
協
力
関
係
を
回
復

さ
せ
る

　

ア
ン
カ
レ
ジ
会
談
の
結
果
、
プ
ー
チ
ン
氏
は
１
点
目
に
つ
い
て
ほ

ぼ
満
額
回
答
を
手
に
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
８
月
18
日
に
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
と
会
談
し
た
際
、
記
者
た
ち
の
質
問

に
対
し
て
「
彼
ら
が
戦
っ
て
い
る
間
も
、
和
平
合
意
に
向
け
て
交
渉

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、
戦
争
継
続
を
容
認
す
る
姿
勢

を
示
し
た
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
で
の
協
力
再
開
に
向
け

た
模
索
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

今
後
、
プ
ー
チ
ン
氏
が
停
戦
を
本
気
で
考
え
る
と
す
れ
ば
、
思
い

通
り
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
作
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
悟
る
か
、
そ
の
実

現
に
ロ
シ
ア
が
払
う
代
償
が
大
き
す
ぎ
る
と
考
え
た
時
で
は
な
い

か
。
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。


